

松本市持続可能な温泉地づくり事業計画書【例】

１　事業の目的
	老朽化した引湯設備を改修・整備することにより、源泉から各温泉施設・宿泊施設への安定的な温泉供給体制を確保することを目的とする。



２　事業対象経費
	・源泉保護管理施設に係る補修等の経費
・源泉保護管理施設から鉱泉浴場における貯留施設までの輸送に要する設備に係る補修等の経費
・貯留施設から鉱泉浴場施設までの配管施設に係る補修等の経費
・源泉保護管理施設から鉱泉浴場施設までの配管施設に係る補修等の経費
※いずれかを記載



３　工事の内容
	[bookmark: _GoBack]各温泉施設への引湯設備の改修工事



４　期待される効果
	引湯管等の改修により配管トラブルのリスクを軽減し、各施設への安定した温泉供給を維持できる。



